
景観アドバイザーの案内で京急青物横丁駅を出発、北品川方面
へ。点々とある街道松とともに歴史的な街道であることを印象づけ
るのは、道の両側に敷かれた石畳。 
店舗の看板や暖簾、シャッターなどは一定のルールのもと整備さ
れ、マンションなど新しい建物でも色彩やデザインが落ち着いた雰
囲気にまとまっています。これは、まちづくり協議会から建物所有
者に積極的に働きかけた成果。条例を作るだけでなく、話し合いを
通じてまちづくり活動への協力者を増やしていく手法は、大山街道
でも見習いたいところです。 
お祭りが大好きなまちと言うだけあって、まちの人たちは明るく
元気、行き会うと「やあ！」「どうも～」と声を掛け合う間柄。「こ
のまちで新しいことをやりたい」という外部の人を温かく受け入
れ、おしゃれなブックカフェやユニークなゲストハウスなどが誕生
し、新たな人の流れが生まれています。 
人と人との絆からまちづくりは始 
まると実感した 1日でした。 

「私たちも、来た人が 
楽しい気持ちになれるよう 
一層工夫したいですね」 
大山街道ふるさと館 新保館長
（アクションフォーラム運営委員）
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10 月 2日（金）に開催した第 19回大山街
道アクションフォーラム。今回は高津のまち
を出て、旧東海道品川宿を見学しました。 
 マンションなどへの建替えにより古い建物
が減っている旧東海道品川宿ですが、様々な
取組みによって再び歴史を感じさせる佇まい
のまちなみを実現しています。 
まちの方々のお話には、今後の大山街道の
まちづくりにつながるたくさんのヒントがあ
りました。 

他地域のまちづくりに学んで大山街道に再び活気を！

運河の対岸には新しいビルやマンション。 
こんなところも高津大山街道とそっくり。 

歴史情緒を感じさせる石畳を歩く参加者。 

外壁全体を使って品川宿をアピール！ 
まちづくりへの気概が伝わってきます。 

品川宿交流館。その名のとおり、歴史学
習だけでなく、まちの人々の交流の場に。

旧東海道品川宿周辺
まちづくり協議会のみなさま 
ご協力ありがとうございました！

参加者から



高津大山街道の冬の風物詩「大山街道フェスタ」。例年は 2月
の開催ですが、前々回、前回と大雪に見舞われたことを受けて、
今回は 平成28年 3月 6日（日）に開催予定です。 
恒例の湯豆腐無料配布やフリマのほか、大好評のカレーフェ
スタはスケールアップ。さらに、今年は二子神社などフェスタ
の 5会場を巡る歴史ガイドツアーも実施予定です。 
例年より少し遅い開催ですが、どうか晴れますように！ 
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11 月 3 日、爽やかな秋晴れ。多摩川に降り注ぐ日差しも暖
かく、絶好の行楽日和…でしたが、折からの強風と前日の大雨
による多摩川の増水のため、やむなく渡し舟は中止に。二子神
社でのイベントのみ開催しました。 
集まったみなさんも「晴天なのに」と驚いた様子でしたが、
気を取り直して、二子の渡しにまつわる紙芝居やあゆの絵つけ
ワークショップなどを楽しんでいました。各イベントブースを
巡るスタンプラリーにも300名以上が参加する賑わいでした。
舟に乗れず残念そうな子どもたちのために、船頭さんがたも
網で浅瀬をガサガサ･･･水槽に中身をあけると、キンブナなど
小さな魚たちにテナガエビにモクズガニの姿も！子どもたち
は大興奮で、目をきらきらさせて水槽の中の生き物たちを見つ
めていました。 
昔の旅人たちも、天気が悪くて何日も多摩川を渡れなかった
ことがあったはず。そういう意味では、今回こそ昔の旅人気分
を味わえたと言えるでしょうか。そんな旅人たちのお蔭で、か
つて溝口の宿場や二子の三業地が栄えていたのですね。 

｢二子の渡し｣のはずが･･･渡せず。

平成28年1月

おなじみ「たかつ大山街道1000匹のあゆ
プロジェクト」。1000 匹達成も目前です。

スタンプラリーの完歩賞は鮎の塩焼き。 
夏に多摩川で獲れたものです。 

区役所の担当者も無念そう。 
安全最優先の判断です。 

カレーフェスタは前回あっという間に
完売。今回もご期待ください！ 


